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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここはポンチ絵で。
定量的・専門家中心アプローチに対するパブリック・エンゲージメント
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここはポンチ絵で。
定量的・専門家中心アプローチに対するパブリック・エンゲージメント
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
調書の全体ポンチ絵を参照してもらう。
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